






要約:学童期小児の骨折頻度は15 年前に比べ、約 1.5 倍と急激に増加しており、その要因

の解明は急務である。その一つにライフスタイルの変化に伴う運動不足があげられており、

我々は一ヶ月間低運動児に万歩計を用いる運動負荷を指導して、それに対する骨代謝動態

を骨代謝マーカーを指標にして解析した。二倍の負荷量で骨吸収マーカーの減少をみとめ、

運動は骨代謝に強い影響を及ぼす可能性を示唆する結果を得た。


